
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 1.0％安と続落、今週は 1900ポイントで値固めか 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 1.0％安と続落。韓国政府は 6日に新型コロナウイルスに対する防疫体制を緩和したが、9日にソウ

ル市内のクラブで集団感染が発生。週明け 11日と 12日は株式相場は感染の再拡大を懸念する売りで続落した。13日も

売りが先行し、一時は心理的節目の 1900 ポイントを 4 日以来

6 営業日ぶりに割り込む場面があった。ただ、同日は中国本土

相場の上昇に追随し、3営業日ぶりに反発して終えた。米 FRB

のパウエル議長が講演で米景気の下振れリスクを強調したこ

とで、14 日は反落。15 日に反発したものの、トランプ米大統

領の発言を受けて米中貿易摩擦への懸念が再燃し、上値が重か

った。今週は 1900 ポイントで値固めか。新型コロナ感染者の

推移と米中関係をにらみながら神経質な展開となりそうだ。 

 

【ロシア】 RTS指数は 2.5％安と 4週ぶり反落、今週も原油相場をにらんだ展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 2.5％安と 4 週ぶりに反落。新型コロナウイルス感染拡大の第 2 波に対する警戒感や米中対立

の激化懸念が重しとなった。先週は 11日が戦勝記念の振替休日で 4日間の取引。3連休明けの 12日は小幅高となったも

のの、13日は新型コロナ感染拡大の第 2波への警戒感や米中対

立の激化懸念から欧米株が下落したことで、ロシア株にも売り

が強まった。RTS 指数は 13 日に前日比 2.4％安と 4 日ぶりに

反落すると、14 日も 0.7％安と続落。15 日は反発したものの、

週間ベースで 4週ぶりに反落した。個別では、エネルギーのス

グルトネフチガスが 7.9％高となった一方、モスクワ取引所が

10.6％安、金融のズベルバンク・オブ・ロシアが 6.2％安と軟

調だった。今週は原油相場や欧米株価をにらんだ展開が続くか。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 1.6％高と続伸、今週は米中関係悪化で神経質な展開

か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.6％高と続伸。経済活動再開で景気回復期待が強まる中、IMF の強い成長率見通しが好感された。

前週に 5.8％高と大幅に反発した VN 指数は週明け 11 日も 1.8％高と上昇。経済活動の再開で景気回復期待が強まる中、

IMFは 2020年の成長率が 2.7％に減速するものの、2021年は

7％に回復するとの見通しを示した。12日も金融株などが買わ

れ、指数は 0.8％高と前週 5 日から 6 日続伸。835.32 ポイント

で終え、3月 10日以来の水準を回復した。その後は米中対立懸

念などから 15 日まで 3 日続落し、827.03 ポイントで週を終え

た。個別では金融のテクコムバンク、ベトコムバンク、エネル

ギーのペトロベトナム・ガスなどが指数を押し上げた。今週は

景気回復期待と米中関係の悪化を背景に神経質な展開か。 
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【インドネシア】 
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【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 2.0％

安、今週は中央銀行が金融政策決定会合を開催 

ジャカルタ総合指数は週間で 2.0％安と続落。週初は反発し

たが、その後は週末まで 4日続落した。11日は国内経済が段階

的に再開されるとの観測が広がり反発した一方、12日は新型コ

ロナウイルスの感染による国内の死者数が 1000 人を超えた影

響で、前日比 1.1％安と反落。13－14日もじりじりと下値を広

げると、15 日は 4 月の貿易収支が 3 カ月ぶりに赤字となった

ことで売られ、指数は終値で 3週間ぶりの安値を更新した。今

週は 19 日に中央銀行が定例会合を開催する予定で、政策金利

が 0.25％低い 4.25％に引き下げられるとの見方が優勢。21 日

はキリスト昇天祭、22日は断食明け大祭のため休場となる。 
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【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

2.6％安、今週は 4月の非石油地場輸出が焦点 

ストレーツタイムズ指数は週間で 2.6％安と続落。国内の重

要イベントが少ない中、さえない値動きが続いた。週初の 11

日は、前日に中国人民銀行（中央銀行）が追加の金融緩和を示

唆したことが買い材料となり、4営業日続伸。ただ、12日に反

落すると、その後も軟調に推移した。14日は 1－3月期決算の

発表を目前に控えたシンガポール航空が指数下落を主導し、終

値ベースで前日比 1.9％安と 3 日続落。一方、15 日は中国の 4

月の鉱工業生産が前年同月比 3.9％増と 4 カ月ぶりに前年の水

準を上回った効果で小幅に反発して取引を終えている。今週は

18日発表の 4月の非石油地場輸出に対する市場の反応が焦点。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 1.2％高、原油価

格上昇が奏功 

SET指数は週間で 1.2％高と反発。週前半の上昇が奏功した。

11日は経済活動制限の緩和拡大への期待感から買われ、指数は

終値で前営業日比 1.7％高と続伸。12日は原油価格が上昇した

効果でエネルギー株が指数上昇をけん引した。ただ、13日に反

動で下落すると、14日は新型コロナウイルスの第 2波に対する

警戒感が広がった影響で、前日比 1.1％安と続落。15日は前日

からほぼ横ばいで取引を終えている。今週は 18日発表の 1－3

月期の GDP、20 日に中央銀行が開催する定例の金融政策決定

会合、22日発表の 4月の貿易統計（通関ベース）が焦点。原油

価格の上昇傾向が続けば株式相場の支援材料になりそうだ。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.5％高、1－3月期の GDPはプラスを維持 

クアラルンプール総合指数は４日間の取引で 1.5％高と反

発。おおむね堅調に推移した。連休明けの 12日は、3月の鉱工

業生産が前年同月比 4.9％減と 4 年 3 カ月ぶりに前年の水準を

下回った影響で、指数は小幅に反落。一方、13日は 1－3月期

の GDPが前年同期比 0.7％増と市場予想の 1.5％減から上振れ

た効果で、前日比 1.2％高と反発した。15日は原油価格の上昇

を受けてペトロナス・ガスなどのエネルギー株が指数上昇をけ

ん引し、終値で約 2週間ぶりに 1400ポイントを回復している。

今週は 20 日に４月の CPI が発表される予定。外部要因では、

22日に開幕する中国の全国人民代表大会が意識されそうだ。 
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